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土壌生成調査実験圃場

企画調整部 情報資料課

不健康な土壌からとれた食物を食べているか

ぎり、魂は自らを肉体の牢獄から解放するため

のスタミナを欠いたままだろう。

－ルドルフ・シュタイナー－

土壌生成とは？

岩石が変質して土壌ができるまでには、風化

作用と土壌生成作用という二つの作用が働いて

います。風化作用とは、地殻の表層にある岩石

が日射や風雨にさらされることによって、岩石

が物理的・化学的に破壊され、含水物質が生じ

る作用です。この作用は、有機物がほとんど存

在しない状況下で進行するのが特徴的です。風

化作用によって生じた含水物質は、土壌の無機

的成分になるもので、これを土壌の母材といい

ます。ただし、泥炭土壌の場合は例外的に湿性

植物の遺体が有機的母材となっています。

これに対して土壌生成作用とは、生物および

有機物が存在する状態で、母材から層位に分化

した一定の形態的特徴をそなえた土壌（体）が

生成する作用です。風化作用は必ずしも土壌生

成作用を伴うとは限りませんが、土壌生成作用

は必ず風化作用と相互に関連しながら進行して

います。このような土壌生成が実際にどのよう

に進むかを知ろうとして設けられたのが、土壌

生成調査実験圃場なのです。

場所と面積

農業環境技術研究所の敷地は、 、 、 地A B C

区に分かれています。その総面積は約 万平57
方メートル。 地区は、研究本館を中心としたA

国道 号沿いの地区にあります。 地区は、408 B
稲荷川を境にさらに国道を南下した場所にある

別棟や畑圃場を中心とした地区です。 地区はC
地区の西側に位置し、業務棟や水田を中心とA

した地区です。 地区の東部と稲荷川沿いの西B

部の カ所に、ここに紹介する「土壌生成調査2

実験圃場」があります。東部地区と西部地区の

圃場の面積は、それぞれ約 万平方メートルお1

よび約 千平方メートルあります。7

土壌生成調査実験圃場の設置由来と関連資料

農業技術研究所は、昭和 年（ ）に東55 1980

京の西ヶ原から現在の場所に移転しました。そ

れから 年後の昭和 年（ ） 月、農業3 58 1983 12

技術研究所は、農業環境技術研究所と農業生物

資源研究所と一部農業研究センターに分化しま

した。このため、圃場の管理・利用に関して多

くの取り決めが必要でした。土壌生成調査実験

圃場に関する当時のメモを掲載して、土壌生成

調査実験圃場の来し方を眺めてみましょう。な

お、参考までに農業技術研究所の時代、土壌生

成に関する研究は、主として化学部土壌第三科

が担当していました。まず、圃場利用について

の意見書を紹介しましょう。

昭和 年 月 日58 10 12

業務科長殿

再編後の圃場利用計画についての意見

土壌生成調査実験圃場

所 内 ト ピ ッ ク ス
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地区土壌生成調査実験圃場（特に農薬試験B

） 、 、 、 、果樹園隣接圃場 は 雑木 ササ林 赤マツ林

、 、雑草地等の種々の自然植生下で 厚層黒ボク土

普通黒ボク土、淡色黒ボク土等の筑波台地に分

布するほとんどの種類の黒ボク土がモデル的に

分布する貴重な自然土壌保存圃場である。

現在、土壌第 科において、黒ボク土の代表3

地点として各種土壌断面を常備し、国内外の研

究者の見学、研究試料の採取、生成・分類研究

上の現地検討の場として、また、林・草地下で

の土壌生成環境としての土壌温度の経時測定や

土壌成分の動態調査などに広く利用されてい

る。

再編後は、環境研の土壌管理科あるいは資源

生態系科において、各種黒ボク土研究の国内外

の標準地点としての役割とともに、種々の自然

植生下における各種黒ボク土の水熱状況や物質

の動態等の研究の場として、益々重要な圃場に

、 、なると考えられ 一般の作物栽培圃場と異なり

将来にわたって自然生態系保存のための厳格な

管理のもとに専有して使用しなければならない

性格の圃場である。

従って、土壌生成実験圃場は、環境研の管理

責任圃場とし将来とも専用できるよう措置され

たい。

化学部圃場委員 井磧 昭

土壌生成調査実験圃場に関するデータ

先の意見書が受け入れられた結果、圃場の一

部が土壌生成調査実験圃場として管理されるこ

国際ワークショップ風景

とになりました。そして、この圃場の土壌調査

と土壌分析が行われたのです。この圃場に関す

るこれまでのデータは、次の文献の中に見るこ

とができます。

Pedon 020 Okawaguchi: 9th Internal Soil●

Classification Workshop, Tour Guide, SMSS,
USDA Soil Conservation Service, 272-291 (1987)

Pedon IBARAKI-1: Andosoils in Japan, Ed. K.●

Wada, Kyushu Univ. Press, 264-269 (1986)

● 農業技術研究所ほ場の土壌および三要素試

3験の概要：農業技術研究所化学部資料第

号、農林水産省農業技術研究所、 、昭1-45
和 年 月59 3

なお 「農業技術研究所ほ場の土壌および三、

要素試験の概要」の序文は以下の通りです。

農業技術研究所の茨城県筑波郡谷田部町（注

：現在のつくば市）への移転にともない造成さ

れたほ場の完成から 年目を過ぎ、ほ場管理、6

実験等も軌道に乗るようになったが、ほ場の正

確な土壌断面の記載、土壌分析はまだなされて

1983 2 4 B D1いなかった そこで 年 月 日 地区。 、 、

ほ場で深さ ｍの試抗を掘る機会があったのを3

利用して、土壌調査と層別の土壌分析を化学部

で行うことになった。その後、作物生育の結果

などを含めて資料として残すことになり、その

結果をとりまとめた。

分析項目については、位置的、時間的変動が

小さく、土壌生産力ポテンシャルの指標及び農

業環境中の微量元素のうちで過去の蓄積量が少

なくこれからの環境変化の指標になると考えら

れるものを選択し、無機態窒素含量や微生物性

等は除外した。また、分析法は詳細な記述と引

用文献を記載するようにし、将来各分析項目の

変化の追跡等、データの比較ができるように心

がけた。さらに、調査、分析のデータについて

は結果を重視し、考察が広範囲に及んだり煩雑

になることは避けるようにした。そうした意味

において、これらのデータを読者自身が自由自

在に活用することを希望する。

多くの分析担当及び執筆者からなるための完

全な統一性を欠くうらみはあるが、このデータ



- 19 -

によって現在のほ場の土壌についての性質を正

確に把握し、各種の実験や作物栽培についての

参考資料とするだけではなく、将来土壌の変化

等を検討する際の出発データとして役立てるこ

とができれば幸いである。

昭和 年 月58 11
農業技術研究所化学部長 阿部和雄

この報告書には、次の人たちが参加しておら

れます：天野洋司、遅沢省子、井ノ子昭夫、南

條正己、谷山一郎、山崎慎一、渡辺久男、渡辺

裕、矢沢文雄、足立美智子

圃場の管理と将来

今この圃場は、農業環境インベントリーセン

ター土壌分類研究室が管理しています。次のよ

うな将来の管理計画があります。

西部地区は、西側の大半を松林として保存す

る。残りは現在のクヌギとコナラを維持する。

東部地区は、全体を次の 区に分け、維持管理6
する。 ）草地、 ）富栄養落葉広葉樹域：乾性1 2

（ ）土性に生育する富栄養性の落葉広葉樹 エノキ

を植裁・維持する。 ）貧栄養落葉広葉樹域：3

乾性土性に生育する貧栄養性の落葉広葉樹（コ

ナラ）を植裁・維持する。 ）好湿性植物域：4

より湿性の土壌に生育する植物を植裁・維持す

る。 ）針葉樹域：マツを主に生育させる。 ）5 6

針葉樹・常緑樹混交域：マツおよびシラカシを

保存するが次第にシラカシに交代する。なお、

これらの各域の樹種は、ニセアカシアを除き保

5 7 9存する ニセアカシアは全部伐採する。 。 、 、

月には毎年下刈を行う。同時期に柵周辺は除草

剤を散布する。

この圃場では、昭和 年頃に土壌温度や土58
壌成分の動態調査を行った経緯があります。そ

の後、このような「地象」調査はほとんど行わ

れませんでした。ところで、国際的土壌分類で

は土壌の理化学性のほか、土壌水分や土壌温度

の年間変動を土壌の特性として基本的分類基準

に採用しています。しかしその重要性にもかか

わらず、日本の土壌分類においては、このこと

があまり注目されてきませんでした。

幸いにも、所の機械整備費により土壌養分測

定装置を設置することができました。これは、

温度、水分、 、 を継時的に測定できる装pH EC

置です。平成 年から、東地区にある土壌生14
5 25 50 100cm成調査実験圃場の草地と林地で 、 、 、

にセンサーを埋設し、継時的な測定が開始され

ました。これにより、年間を通じた地象をモニ

タリングすることが可能になり、国際的な基準

に対応できる土壌地象のデータが蓄積されるよ

うになりました。このような長期の土壌地象情

報は、気象情報とともに土壌生成に関わる物質

移動や循環、動物や微生物の活動を解明する上

でも重要な情報になります。また、これらのデ

ータはインベントリー情報として蓄積する予定

です。

一見、管理の行き届かない荒れた林地にしか

見えないこの圃場は、土壌生成の研究とともに

貴重なデータを世界に送り続け、さらには貴重

な情報をインベントリーに保存し続けることに

なります。

なお、さらに詳しいことを知りたい方は、研

（ ）究所のホームページ http://www.niaes.affrc.go.jp
「 」 。の 情報：農業と環境 をご覧くださいNo.31

落ち葉を食べるダンゴムシ


